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中
国
古
代
史
研
究
の
問
題
点
─
甲
骨
学
と
金
文
学
を
中
心
に
─

杉　

本　

憲　

司

　

中
国
古
代
の
研
究
に
お
け
る
画
期
的
な
出
来
事
は
、
従
来
の
古
典
籍
に
よ
る
経
史
の
学
の
上
に
、
新
し
く
地
下
か
ら
発
見
さ
れ
た

文
字
資
料
と
考
古
資
料
に
よ
る
新
し
い
研
究
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
こ
と
は
皆
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
古
く
は
晋
代
に
汲

郡
で
発
見
さ
れ
た（
二
七
九
年
）戦
国
時
代
の
魏
国
の
竹
簡
に
書
か
れ
た
年
代
記
の
『
竹
書
紀
年
』
な
ど
が
、
今
日
の
出
土
文
字
資
料

と
お
な
じ
も
の
と
し
て
し
ら
れ
る
。
ま
た
宋
代
に
生
ま
れ
た
金
石
学
に
み
ら
れ
る
青
銅
器
と
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
文
字（
金
文
）に
た
い

す
る
興
味
か
ら
始
ま
る
古
代
に
つ
い
て
の
探
求
は
、
今
日
の
甲
骨
文
字
や
、
青
銅
器
の
銘
文（
金
文
）に
よ
る
研
究
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
史
書
、
経
書
だ
け
か
ら
の
研
究
に
よ
る
歴
史
が
、
真
の
歴
史
の
解
明
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
、
甲
骨
学
に
つ
い
て

　

一
八
九
九
年
、
今
日
の
河
南
省
安
陽
郊
外
で
発
見
さ
れ
た
竜
骨
と
い
わ
れ
る
亀
甲
獣
骨
が
、
漢
方
の
薬
と
し
て
北
京
の
薬
屋
で
販
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売
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
古
文
字
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
劉
鶚（
字　

鉄
雲
）が
、
仕
え
て
い
た
主
人
の
国
子
監
祭
酒
で
あ
る
王
懿
栄

の
と
こ
ろ
で
み
て
、
そ
こ
に
文
字
ら
し
き
も
の
が
刻
さ
れ
、
そ
れ
が
今
ま
で
に
知
ら
れ
る
古
文
字
よ
り
古
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
二
人
は
文
字
学
や
金
石
学
の
知
識
を
基
礎
に
検
討
し
た
結
果
、
今
ま
で
し
ら
れ
な
か
っ
た
古
い
文
字
で
あ
る
と
し
、
こ
の

竜
骨
と
い
わ
れ
る
も
の
を
集
め
検
討
を
は
じ
め
た
。
そ
の
後
も
亀
甲
獣
骨
の
蒐
集
を
継
続
し
５
０
０
０
余
件
を
集
め
一
九
〇
三
年
に

文
字
の
多
く
あ
る
１
０
５
８
件
の
拓
本
を
石
版
印
刷
し
出
版
し
た
。こ
れ
が
は
じ
め
て
世
界
に
甲
骨
文
字
の
存
在
を
し
ら
し
め
た『
鉄

雲
蔵
亀
』（
6
冊
）で
、
こ
れ
を
い
ち
早
く
日
本
の
学
界
に
紹
介
を
し
た
の
が
林
泰
輔
で
あ
っ
た（『
亀
甲
獣
骨
文
字
』　

一
九
一
七
年
）。

辛
亥
革
命（
一
九
一
一
年
）を
避
け
て
京
都
に
き
た
羅
振
玉
・
王
国
維
は
、
わ
が
国
に
殷
関
係
だ
け
で
な
く
中
国
古
代
史
の
多
く
の
面

で
影
響
を
与
え
た
。
甲
骨
文
字
に
つ
い
て
い
え
ば
、
羅
振
玉
は
『
殷
虚
書
契
前
編
』
な
ど
い
く
つ
か
の
拓
本
資
料
集
と
文
字
解
読
た

め
の
『
殷
虚
書
契
考
釈
』
な
ど
を
出
版
し
て
い
る
。
羅
氏
の
弟
子
で
あ
る
王
国
維
は
師
の
す
す
め
も
あ
っ
て
新
出
の
史
料
で
あ
る
古

文
字
・
古
器
物
の
学
と
旧
史
料
で
あ
る
経
史
の
学
と
相
表
裏
す
る
古
代
史
研
究
を
行
い
、後
に
彼
の
著
作
集
で
あ
る『
観
堂
集
林
』『
観

堂
別
集
補
遺
』
に
収
め
ら
れ
た
多
く
の
論
文
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。

　

王
国
維
が
中
国
に
帰
国
し
た（
一
九
一
六
年
）の
ち
、
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
系
の
倉
聖
明
知
大
学
を
え
て
、
師
の
羅
振
玉
が
帰
国
し
た

北
京
に
う
つ
り
、
師
と
と
も
に
紫
禁
城
の
書
籍
、
古
銅
器
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
、
清
華
学
院
の
教
授
に
な
っ
た
が
「
主
辱

め
ら
れ
ば
臣
死
す
の
義
」
に
従
い
昆
明
池
に
入
水
自
殺
し
た（
一
九
二
七
年
）。
こ
こ
に
二
〇
世
紀
初
頭
を
代
表
す
る
中
国
の
史
学
者

の
一
人
が
姿
を
消
し
た
が
、
彼
が
の
こ
し
た
業
績
は
こ
れ
以
後
の
中
国
古
代
史
研
究
の
基
本
と
な
り
、
と
く
に
「
竜
骨
」
上
の
文
字

の
研
究
、
即
ち
「
甲
骨
学
」
の
研
究
は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

甲
骨
学
の
新
し
い
発
展
は
、
一
九
二
八
年
に
設
立
さ
れ
た
中
華
民
国
政
府
の
最
高
学
術
機
関
、
中
央
研
究
院
の
歴
史
語
言
研
究
所

が
、
そ
の
年
の
秋
か
ら
文
字
が
刻
せ
ら
れ
た
甲
骨
が
出
土
し
て
い
た
河
南
省
安
陽
県（
現　

市
）小
屯
の
殷
都
と
考
え
ら
れ
る
殷
虚
遺
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跡
の
科
学
的
發
掘
が
始
め
た
。
こ
れ
を
指
揮
し
た
の
が
王
国
維
を
つ
ぐ
殷
代
史
研
究
の
第
一
人
で
あ
る
董
作
賓
で
あ
る
。
こ
こ
に
初

め
て
学
者
の
手
に
よ
る
甲
骨
文
の
地
下
か
ら
の
と
り
あ
げ
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
甲
骨
学
」
研
究
の
第
二
期
が
始
ま
る
。

早
速
、「
新
獲
卜
辞
写
本
」
と
し
て
『
安
陽
發
掘
報
告
』
第
1
期
に
發
表
さ
れ
た（
一
九
二
九
年
）。
第
3
回
の
發
掘（
一
九
二
九
年
秋
）

ま
で
は
試
験
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
甲
骨
４
６
３
６
片
を
は
じ
め
土
器
、
石
器
、
石
製
人
物
像
、
銅
器
な
ど
の
遺
物
、
墓
葬
坑
な

ど
の
遺
構
を
発
見
し
た
。
そ
の
な
か
で
最
も
重
要
な
の
は
完
全
な
4
枚
の
亀
甲
で
、
そ
の
う
え
に
は
多
数
の
卜
辞
が
刻
せ
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
董
作
賓
が
「
大
亀
四
版
考
釈
」
と
し
て
発
表
し
た
。
し
か
し
、
発
掘
そ
の
も
の
は
、
地
元
の
河
南
省
政
府
と

中
央
研
究
院
・
北
京
の
民
国
政
府
の
あ
い
だ
に
意
見
の
相
違
が
あ
り
、
次
の
年（
一
九
三
〇
年
）の
殷
虚
の
調
査
が
で
き
な
く
な
る
。

こ
の
た
め
一
九
三
〇
年
に
は
歴
史
語
言
研
究
所
は
山
東
省
古
蹟
研
究
会
と
協
力
し
て
山
東
省
歴
城
県（
現　

章
丘
市
）城
子
崖
竜
山
鎮

遺
跡
の
新
石
器
文
化
の
遺
跡
、
こ
こ
で
は
、
従
来
よ
く
知
ら
れ
た
彩
色
土
器（
彩
陶
）と
異
な
る
黒
色
の
光
沢
の
あ
る
土
器（
黒
陶
）が

出
土
し
、
そ
れ
が
古
銅
器
に
器
形
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
調
査
を
は
じ
め
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
竜
山
文
化
を
発
見
し
、
さ
ら
に
版

築
さ
れ
た
城
壁
を
発
掘
し
た
。こ
れ
が
殷
虚
遺
跡
で
の
地
層
を
度
重
な
る
氾
濫
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
も
の
が
、版
築
に
よ
っ

て
つ
き
固
め
ら
れ
た
建
築
に
か
か
わ
る
基
壇
の
遺
構
で
は
な
い
か
と
す
る
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

一
九
三
一
年
の
第
四
次
発
掘
調
査
以
後
、
一
九
三
七
年
春
の
第
一
五
次
発
掘
調
査
終
了
後
、
日
中
戦
争
で
中
断
さ
れ
る
ま
で
、
殷

虚
遺
跡
で
の
調
査
範
囲
は
拡
大
し
、
後
岡
で
の
考
古
年
代
の
上
か
ら
殷
代
、
黒
陶
、
彩
陶
の
文
化
層
の
発
見
、
大
墓
の
調
査
、
侯
家

荘
で
の
大
墓
群
の
調
査
、
小
屯
で
の
建
築
群
の
調
査
な
ど
が
多
く
の
困
難
の
な
か
で
行
わ
れ
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
日
中
戦

争
で
は
調
査
が
中
断
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
央
研
究
院
は
殷
虚
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
と
と
も
に
北
京
か
ら
南
京
へ
南
遷
し
、
さ
ら

に
四
川
の
奥
地
ま
で
移
動
し
た
の
で
、
多
く
の
遺
物
の
中
で
は
途
中
で
う
し
な
わ
れ
た
り
す
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
戦
争
終
了
後
、

中
央
研
究
院
は
も
と
に
も
ど
っ
た
が
、
内
乱
、
経
済
問
題
な
ど
の
困
難
、
最
後
に
は
国
民
党
政
府
の
瓦
解
、
台
湾
へ
の
脱
出
に
よ
っ
て
、
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中
央
研
究
院
も
台
北
に
移
り
整
理
・
研
究
も
お
お
く
の
困
難
の
な
か
で
、
台
湾
に
う
つ
っ
た
董
作
賓
・
李
済
ら
の
研
究
者
に
よ
っ
て

継
続
さ
れ
た
。

　

甲
骨
に
関
し
て
は
一
九
四
八
以
来
『
小
屯
・
殷
虚
文
字
』
甲
編
・
乙
編
上
中
下
の
4
冊
が
出
版
さ
れ
た
。
董
作
賓
は
こ
の
間
に
も

個
人
の
研
究
を
お
こ
な
い
、
一
九
四
五
年
に
は
大
著
『
殷
暦
譜
』
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
一
九
三
三
年
に
発
表
し
た
「
甲
骨
文
断
代

研
究
例
」（『
慶
祝　

蔡
元
培
先
生
六
十
五
歳
論
文
集
』
所
収
）で
占
い
師
で
あ
る
„
貞
人
＂
説
を
だ
し
、
あ
わ
せ
て
1
、
出
土
の
坑

層
。
2
、
と
も
に
出
土
し
た
遺
物
。
3
、
占
い
の（
貞
卜
）内
容
。
4
、
祀
る
帝
王
。
5
、
貞
人
。
6
、
文
体
。
7
、
用
字
。
8
、
書

法
。
な
ど
の
８
項
目
を
も
と
に
し
た
甲
骨
の
断
代
研
究
は
、
甲
骨
文
を
殷
代
史
研
究
の
史
料
と
し
て
使
え
る
こ
と
を
導
い
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
甲
骨
文
は

第
一
期
＝
武
丁
及
び
そ
れ
以
前（
盤
庚
、
小
辛
、
小
乙
）

第
二
期
＝
祖
庚
、
祖
甲

第
三
期
＝
廩
辛
、
康
丁

第
四
期
＝
武
乙
、
文
丁

第
五
期
＝
帝
乙
、
帝
辛（
紂
王
）

に
分
期
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
董
氏
自
身
の
研
究
を
う
け
て
戦
中
の
混
乱
の
な
か
で
発
表
し
た
の
が
前
出
の
『
殷
暦
譜
』
で
、
殷

代
の
暦
法
を
復
原
し
、
そ
れ
を
も
と
に
日
暦
譜
を
編
成
す
る
の
が
目
的
で
あ
つ
た
が
、
同
時
に
董
氏
は
甲
骨
文
編
年
に
あ
た
ら
し
く

第
四
期
後
半
の
文
丁
時
代
の
卜
辞
群
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
殷
の
文
物
制
度
に
お
け
る
新
旧
両
派
が
存
在
し
、
そ
れ
が
交

替
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

第
一
段
階　

旧
派（
古
法
に
し
た
が
っ
た
も
の
）　

盤
庚
・
小
辛
・
小
乙
・
武
丁
・
祖
庚
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第
二
段
階　

新
派（
新
制
に
改
革
し
た
も
の
）　　

祖
甲
・
廩
辛
・
庚
丁

第
三
段
階　

旧
派（
古
法
を
回
復
し
た
も
の
）　　

武
乙
・
武
丁（
文
武
丁
）

第
四
段
階　

新
派（
新
制
を
回
復
し
た
も
の
）　　

帝
乙
・
帝
辛

で
あ
る
。
こ
の
新
旧
両
派
の
差
異
は
ま
ず
祭
祀
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
。
先
王
・
先
妣（
皇
后
）に
た
い
す
る
祭
祀
は
、
そ
の
干
名
の
日

に
お
こ
な
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
旧
派
で
は
先
王
・
先
妣
を
祭
る
の
に
必
ず
し
も
先
後
順
序
の
さ
だ
め
が
な
か
つ
た
。
こ
の
ほ
か
董
氏

は
五
種
の
祀
典
で
あ
る
五
祀
に
つ
い
て
の
祀
序
に
も
説
を
た
て
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
説
に
は
„
文
武
丁
卜
辞
の
謎
＂

が
充
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
い
ち
は
や
く
論
じ
た
の
は
日
本
の
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
で
、「
甲
骨
文
断
代
研
究
法
の
再
検
討
」（『
東
方
学
報
』

第
二
三
冊　

一
九
五
三
年
）で
、
第
三
段
階
文
丁
時
代
と
し
た
甲
骨
グ
ル
ー
プ
は
、
内
容
的
に
み
て
も
か
な
ら
ず
し
も
董
氏
の
い
う

よ
う
に
、
旧
派
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
従
来
、
武
乙
・
文
丁
を
一
括
し
て
第
四
段
階
と
い
わ
れ
て
い
た
甲

骨
文
に
旧
派
的
要
素
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
の
べ
た
。
ま
た
五
期
に
わ
た
る
王
朝
卜
辞
や
王
族
・
多
子
族
の
卜
辞
以
外
に
、
第
四
期

の
甲
骨
分
と
同
出
す
る
別
の
甲
骨
の
一
群
が
あ
り
、
こ
の
一
群
の
う
ち
、
早
い
も
の
は
第
二
期
に
及
び
、
第
三
期
を
中
心
と
し
て
、

第
四
期
に
及
ぶ
も
の
を
ふ
く
み
、
内
容
的
に
は
旧
派
に
属
す
る
と
し
た
。

　

ま
た
日
中
交
流
が
ま
だ
充
分
で
な
か
っ
た
の
で
、
董
氏
の
研
究
情
報
が
と
ざ
さ
れ
た
な
か
で
、
わ
が
国
の
島
邦
男
が
『
甲
骨
卜
辞

研
究
』（
一
九
五
八
年
）で
五
祀
の
祀
序
を
み
つ
け
だ
し
て
い
る
。

　

中
国
で
は
陳
夢
家
が
『
殷
虚
卜
辞
綜
述
』（
一
九
五
六
年
）で
断
代
を
お
こ
な
っ
て
い
て
、
貝
塚
ら
の
言
う
第
四
期
の
甲
骨
文
と
と

も
に
で
る
別
の
一
群
の
グ
ル
ー
プ
を
第
三
期
後
半
の
康
丁
時
代
の
甲
骨
文
と
し
、
従
来
第
三
期
と
さ
れ
て
い
た
甲
骨
文
を
、
前
半
の

廩
辛
時
代
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。し
か
し
伊
藤
は
第
三
期
の
廩
辛
・
康
丁
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
廩
辛
と
い
う
人
物
は
じ
っ
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さ
い
に
は
王
位
に
つ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
、
と
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
第
三
期
甲
骨
文
は
廩
丁
に
属
す
る
こ
と
に

な
り
、
陳
が
康
丁
時
代
と
し
た
一
群
の
甲
骨
文
は
、
第
二
期
か
ら
第
四
期
に
か
け
て
、
王
朝
卜
辞
と
は
別
個
に
存
在
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
„
文
武
丁
卜
辞
＂
の
内
容
は
、
祖
先
祭
祀
以
外
に
は
、
狩
猟
往
来
な
ど
に
関
す
る
も
の
が
多

く
、
卜
旬
卜
辞
と
い
わ
れ
る
甲
か
ら
癸
ま
で
の
10
日
間
の
吉
凶
を
卜
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
こ
ろ
が
第
四
期
の
甲
骨
文
に

は
、
こ
の
卜
旬
卜
辞
が
多
く
見
ら
れ
る
。
第
一
期
の
王
朝
卜
辞
と
王
族
卜
辞
・
多
子
族
卜
辞
が
、
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
ほ
ど
、
こ

の
一
群
の
甲
骨
と
第
四
期
甲
骨
文
と
は
異
質
の
も
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
群
を
祭
祀
卜
辞
と
し
て
み
る

か
ぎ
り
は
、
第
三
期
と
し
て
の
要
素
が
非
常
に
強
い
と
み
て
い
る
。

　

李
学
勤
も
こ
れ
ら
の
卜
辞
に
注
目
し
、「
帝
乙
時
代
的
非
王
卜
辞
」（『
考
古
学
報
』
一
九
五
八
年
第
一
期
）で
お
よ
そ
次
ぎ
よ
う
に

の
べ
て
い
る
。
殷
虚
第
一
五
次
発
掘
の
Y
Ｈ
２
５
１
、
Ｙ
Ｈ
３
３
０
坑
か
ら
出
土
し
た
、
字
体
が
同
じ
特
殊
な
卜
辞
の
内
容
は
婦
女

に
関
す
る
こ
と
が
多
い
非
王
卜
辞
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
姚
孝
遂
、
鄒
衡
ら
が
論
じ
て
き
た
が
、
一
九
七
三
年
の
安
陽
小
屯
南
地
で

の
大
量
の
甲
骨
発
見
は（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
小
屯
南
地
甲
骨
』
上
、
下　

一
九
八
〇
、八
三
年
）„
文
武
丁
卜
辞
の
謎
＂

の
甲
骨
断
代
研
究
に
新
し
い
展
開
を
も
ち
込
ん
で
き
た
。一
九
七
六
年
に
は
殷
虚
宮
殿
区
の
西
南
部
で
調
査
さ
れ
た
殷
虚
5
号
墓（
婦

好
墓
）は
、
盗
掘
に
あ
っ
て
い
な
い
も
の
で
、
殷
虚
の
墓
葬
の
分
期
や
青
銅
器
の
断
代
に
重
要
な
資
料
を
提
供
し
く
れ
た
。
特
に
青

銅
器
の
銘
文
に
見
え
る
“
婦
好
”
は
、
甲
骨
文
第
一
期
に
関
係
し
て
い
て
、
武
丁
の
妃
で
あ
り
、
子
か
ら
は
„
后
母
辛
＂
と
称
謂
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
も
甲
骨
卜
辞
の
断
代
に
お
お
く
の
資
料
を
提
供
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
研
究
の
た

め
に
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
そ
れ
ま
で
の
刊
行
資
料
、
研
究
を
整
理
し
て
、
次
の
研
究
段
階
へ
の
備
え
を
は
か
る
計
画
が
す

す
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
に
収
蔵
者
別
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
拓
本
集
な
ど
を
、
時
期
別
・
内
容
別
に
分
類
整
理
し
た
も
の
を
、
中
国

社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
の
編
集
で
一
九
八
七
─
九
二
年
に
か
け
て
出
版
し
た
『
甲
骨
文
合
集
』
全
13
冊
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
の
関
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係
書
の
『
材
料
来
源
表
』、『
釈
文
』、『
補
編
』
な
ど
が
甲
骨
学
一
百
年
の
一
九
九
九
年
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
姚
孝
遂
ら
『
殷

虚
甲
骨
刻
辞　

摹
釋
総
集
』（
一
九
八
八
、
2
冊
）、
李
学
勤
ら
『
英
国
所
蔵
甲
骨
集
』（
一
九
八
六
年
、）な
ど
も
み
ら
れ
る
。
ま
た

甲
骨
文
を
読
む
た
め
の
工
具
類
と
し
て
の
検
索
書
に
姚
孝
遂
ら
『
殷
墟
甲
骨
刻
辞
類
纂
』（
3
冊　

一
九
八
九
年
）、
字
釋
諸
説
を
総

合
す
る
も
の
と
し
て
の
于
省
吾
主
編
『
甲
骨
文
字
詁
林
』（
4
冊　

一
九
九
六
年
）、松
丸
道
雄
・
高
島
謙
一
『
甲
骨
文
字
字
釋
綜
覧
』

（
一
九
九
四
年
）が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
も
多
く
の
甲
骨
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
一
九
九
一
年
九
月
に
は
小
屯
洹
南
花
園

荘
東
地
窖
穴
H
２
か
ら
大
量
の
甲
骨
が
一
括
出
土
し
、
刻
辞
の
あ
る
も
の
が
５
７
９
片
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
武
丁
期
の
早
期
に
あ

た
る
も
の
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
甲
骨
文
発
見
一
百
年
記
念
の
一
九
九
九
年
に
殷
虚
の
洹
河
の
北
か
ら
小
屯
殷
虚
よ
り
一
時

代
古
く
、
河
南
鄭
州
の
小
双
橋
商
城
に
続
く
「
洹
北
商
城
」
が
発
見
さ
れ
、
殷
代
史
研
究
に
新
し
い
局
面
が
う
ま
れ
て
き
た
。
甲
骨

は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
今
後
の
殷
代
中
期
の
甲
骨
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
最
近
の
甲
骨
文
の
断
代
に
つ
い
て
の
新
し
い
手
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
ひ
と
つ
は
甲
骨
の
考
古
発
掘
さ
れ
た
と
き

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
出
土
の
層
位
と
坑
位
の
考
古
年
代
を
利
用
す
る
。
最
近
は
今
ま
で
と
違
っ
て
年
代
の
想
定
が
高
位
な
科
学
的

手
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
甲
骨
の
年
代
前
後
を
よ
り
よ
く
確
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
甲
骨
を
考
古
遺
物
と
し
て
観
察
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
断
代
で
あ
る
。
そ
れ
は
甲
骨
で
占
卜
す
る
と
き
、
ま
ず
釁
と
い
う

清
め
を
お
こ
な
い
亀
骨
を
聖
化
し
、
い
よ
い
よ
占
い
を
行
う
ま
え
に
甲
の
裏
に
鑿
を
う
が
つ
が
、
こ
の
鑿
は
長
い
楕
円
形
を
し
て
い

て
、
そ
う
し
て
中
央
の
深
く
ほ
り
こ
ん
だ
直
線
に
向
か
っ
て
切
り
込
ん
だ
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
横
に
鑽
と
い
う
円
形
の

穴
が
つ
く
ら
れ
、
こ
の
鑽
の
と
こ
ろ
を
灼
く
と
、
甲
が
音
を
た
て
て
亀
裂
が
入
る
。
ち
ょ
う
ど
鑿
の
部
分
が
垂
直
に
線
が
切
れ
、
鑽

の
部
分
に
は
横
線
が゙
入
る
。
こ
れ
が
卜
兆
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
貞
人
で
あ
る
占
い
師
が
み
て
吉
兆
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
ま
で
の
甲
骨
文
研
究
は
拓
本
や
模
本
に
よ
る
文
字
解
読
に
よ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
つ
た
が
、
最
近
は
甲
骨
そ
の
も
の
に
手
を
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ふ
れ
て
観
察
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
カ
ナ
ダ
の
中
国
系
学
者
の
許
進
雄
が
『
卜
骨
上
的
鉆
鑿
形

態
』（
一
九
七
三
年
、『
甲
骨
上
鉆
鑿
形
態
的
研
究
』　

一
九
七
九
年
）を
発
表
し
て
、「
鑿
鉆
に
関
す
る
問
題
の
初
歩
的
な
研
究
の
総
決
」

を
行
い
、
第
1
に
実
例
を
も
っ
て
各
種
の
鑿
鉆
の
形
態
を
説
明
し
そ
れ
と
年
代
関
係
を
述
べ
、
第
2
に
鑿
鉆
の
形
態
か
ら
み
た
王
族

卜
辞
に
帰
属
問
題
、貞
人
の
時
代
問
題
、第
三
期
と
第
四
期
の
卜
骨
、卜
辞
の
事
類
と
鑿
鉆
形
態
に
よ
る
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
放
射
性
同
位
元
素
の
Ｃ
14
に
よ
る
甲
骨
そ
の
も
の
の
年
代
と
卜
事
内
容
に
よ
る
断
代
を
考
え
る
方
法
も
み
ら
れ
る
。

　

考
古
年
代
の
も
う
一
つ
の
方
法
は
卜
辞
の
刻
み
方
に
よ
る
断
代
で
あ
る
。
松
丸
道
雄
は
早
く
か
ら
卜
辞
の
書
体
に
注
目
し
、
貞
人

が
契
刻
者（
卜
辞
の
刻
み
手
）で
な
い
こ
と
、
ま
た
甲
骨
文
の
書
体
が
契
刻
者
の
個
人
的
な
く
せ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
観
点

か
ら
卜
辞
を
書
体
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、そ
れ
に
も
と
づ
く
編
年
を
行
う
こ
と
を
主
張
し
た（「「
甲
骨
文
」
に
お
け
る
「
書
体
」

と
は
何
か
」『
書
道
研
究
』
一
九
八
八
─
一
二
）。
こ
の
主
張
が
日
本
で
で
た
と
き
に
ち
ょ
う
ど
中
国
で
も
同
じ
よ
う
な
考
え
の
研
究

が
、
2
人
の
研
究
者
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
ひ
と
り
は
黄
天
樹（『
殷
墟
王
卜
的
分
類
與
断
代
』　

一
九
九
一
年
）で
あ
り
、
も
う
一
人
が

彭
裕
商（『
殷
墟
甲
骨
断
代
』　

一
九
九
四
年
）で
、
こ
の
二
人
の
研
究
は
同
一
で
は
な
い
が
、
同
じ
主
旨
の
も
の
で
あ
り
、
一
致
す
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。

　

以
下
に
浅
原
達
郎（『
中
国
歴
史
研
究
入
門
』
二
〇
〇
六
年
）の
紹
介
文
を
介
し
て
二
人
の
説
を
述
べ
て
お
こ
う
。
彼
ら
は
契
刻
者

が
誰
か
と
言
う
視
点
は
欠
く
が
、
ほ
か
は
松
丸
氏
の
主
張
に
沿
っ
た
も
の
で
、
彼
ら
に
影
響
を
あ
た
え
た
の
は
中
国
の
林
澐（「
小
屯

南
地
發
掘
与
殷
虚
甲
骨
断
代
」
一
九
八
四
年
）の
考
え
で
あ
る
。
旧
来
の
断
代
は
董
作
賓
に
よ
る
貞
人
を
基
準
と
し
て
、
さ
ら
に
書

体
を
ふ
く
む
諸
々
の
手
が
か
り
を
運
用
し
て
卜
辞
を
分
類
し
編
年
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
新
説
で
は
董
氏
の
よ
う
な
総
合
的
判
断
の

ま
え
に
、
ま
ず
書
体
の
み
に
よ
っ
て
卜
辞
を
分
類
す
る
と
い
う
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
こ
れ
に
よ
る
断
代
研
究
に
よ

れ
ば
、
必
ず
し
も
五
期
の
分
期
が
最
良
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
書
体
に
よ
る
分
類
は
、
断
代
研
究
の
基
礎
と
し
て
重
要
で
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あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
甲
骨
学
研
究
も
、
書
体
に
よ
る
分
類
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
研
究
の

材
料
に
な
る
卜
辞
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
書
体
に
も
と
ず
く
分
類
が
ど
の
類
に
属
す
る
か
と
い
う
点
に
意
識
の
な
い
研
究
は
不
完
全
な

も
の
で
し
か
な
い
。
そ
れ
は
書
体
に
よ
る
分
類
が
資
料
の
編
年
に
関
係
す
る
ば
か
り
か
、
そ
の
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
性
質
に
も
関
係

し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
卜
辞
の
な
か
に
み
ら
れ
る
現
象
が
、
書
体
に
も
と
ず
く
分
類
の
ど
の
類
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
と
い
う
こ
と

は
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
甲
骨
学
に
お
い
て
は
書
体
に
よ
る
分
類
を
し
っ
か
り
と
み
に
つ
け
て
お
く
こ
と
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
新
説
は
ま
だ
充
分
に
受
け
い
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
わ
け
の
一
つ
に
両
者
の
説
の
検
証
が
第
三
者
に
お

い
て
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
し
、
両
者
に
よ
る
二
人
の
説
の
突
き
合
せ
も
ま
だ
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
今
後
の
研
究
に
は
避
け
て
通

れ
な
い
こ
と
で
、旧
来
の
五
期
区
分
も
書
体
の
分
期
と
は
別
物
で
あ
る
が
、こ
れ
を
行
っ
て
か
ら
み
た
ほ
う
が
明
快
に
わ
か
つ
て
く
る
。

二
、
金
文
学
に
つ
い
て

　

金
文
学
は
研
究
史
の
う
え
か
ら
見
て
も
、
甲
骨
文
字
学
の
よ
う
に
は
じ
ま
り
が
一
八
九
九
年
か
ら
で
あ
り
、
若
干
の
例
外
を
の
ぞ

い
て
時
代
は
殷
代
後
期
の
資
料
で
あ
り
、
発
見
地
が
ほ
と
ん
ど
河
南
の
殷
虚
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
王
事
に
関
す

る
占
い
に
関
す
る
記
録
、
即
ち
卜
辞
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
金
文
学
は
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
注
目

さ
れ
は
じ
め
た
の
は
宋
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
し
、
資
料
も
殷
代
か
ら
秦
漢
時
代
ま
で
存
在
す
る
し
、
作
者
の
階
層
も
か
な
り
の
幅

が
あ
り
、
出
土
地
も
広
範
囲
に
お
よ
び
、
地
域
差
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
金
文
の
内
容
も
多
方
面
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
金
文
を
資
料
と
し
て
の
使
用
す
る
こ
と
は
単
純
な
方
法
論
で
は
対
処
で
き
な
い
。
甲
骨
文
の
よ
う
に
書
体
に
よ
る
分
類
な

ど
は
金
文
に
つ
い
て
は
無
効
で
あ
る
こ
と
く
ら
い
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
金
文
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
そ
れ
の
歴
史
資
料
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と
し
て
の
重
要
性
つ
い
て
す
こ
し
み
て
お
こ
う（
以
下　

松
井
嘉
徳
「
鳴
り
響
く
文
字—

青
銅
礼
器
の
銘
文
と
声
」『
漢
字
の
中
国
文

化
』
二
〇
〇
九
年　

所
収
を
参
照
）。

　

金
文
と
は
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
た（
若
干
刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
）文
字
で
銘
文
と
も
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
古
典（『
礼
記
』
祭

統
篇
）に
よ
れ
ば
先
祖
の
美
徳
・
功
労
・
業
績
・
受
賞
・
名
誉
を
称
揚
し
、
そ
れ
を
後
世
の
子
孫
に
つ
た
え
る
も
で
、
そ
こ
に
は
こ

の
礼
器
を
作
っ
た
作
器
者
の
名
が
書
き
加
え
ら
れ
、
先
祖
を
慕
い
、
先
祖
に
従
っ
て
い
こ
う
と
す
る
作
器
者
の
孝
道
を
子
孫
へ
伝
え

ら
れ
る
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
一
九
年
の
条
に
は
、
魯
が
齊
か
ら
の
戦
利
品
で
あ
る
武
器
を
鋳

潰
し
て
鐘
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
魯
の
武
功
を
書
き
し
る
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
非
礼
と
し
た
魯
の
臧
武
仲
の
言
葉
が
み
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
銘
文
と
は
天
子
が
徳
を
記
し
て
も
功
は
記
さ
ず
、
諸
侯
は
時
節
に
合
し
た
功
労
を
記
し
、
大
夫
は
武
功
を
記
す
も
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
銘
文
に
書
き
し
る
さ
れ
る
事
柄
は
身
分
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
銘
文
と
は
自
ら
の
功
徳
を
書

き
し
る
し
て
、
子
孫
に
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ぎ
に
実
物
の
青
銅
礼
器
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
。

　

考
古
学
的
に
は
青
銅
礼
器
が
見
ら
れ
る
の
は
二
里
頭
文
化
期
で
、
最
近
は
文
献
史
料
に
み
え
る
夏
王
朝
に
あ
た
る
時
期
と
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
と
き
は
小
さ
い
鈴
で
、
酒
器
の
容
器
で
あ
る
爵
・
觚
・
斝
が
み
ら
れ
る
が
、
鋳
込
ま
れ
た
文
字
や
記
号
は
ま
だ
見

ら
れ
な
い
。
殷
代
前
期
に
あ
た
る
二
里
崗
期
の
礼
器
で
あ
る
青
銅
容
器
に
も
ま
だ
鋳
込
ま
れ
た
文
字
が
見
ら
れ
な
く
、
よ
う
や
く
殷

代
後
期
の
殷
虛
期
に
な
っ
て
鋳
込
ま
れ
た
文
字
が
み
ら
れ
る
が
、
ま
だ
図
象
記
号
か
父
甲
と
か
祖
乙
と
い
う
十
干
名
を
と
も
な
う
父

祖
の
名
前
だ
け
で
あ
る
。
父
祖
の
十
干
名
は
こ
の
礼
器
で
祀
ら
れ
る
先
祖
の
名
前
で
あ
り
、
図
象
記
号
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
が

（
白
川
静
は
殷
王
朝
に
奉
仕
す
る
集
団
の
職
能
を
し
め
す
も
の
と
し
、
林
巳
奈
夫
は
氏
族
に
属
す
る
精
霊
＝
者
を
示
す
も
の
と
す
る
）、

こ
の
礼
器
で
祀
ら
れ
る
氏
族
に
関
す
る
記
号
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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時
代
が
殷
王
朝
の
最
晩
期
に
な
っ
て
青
銅
礼
器
の
容
器
に
鋳
込
ま
れ
た
長
い
文
章
の
銘
文
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
宰

椃
角
〔
泉
屋
博
物
館
所
蔵
、
殷
後
期
Ⅲ
〕
に
は
、

庚
申
の
日
、
王
は
間
の
地
に
お
ら
れ
た
。
王
は
お
で
ま
し
に
な
り
、
宰
椃
が
従
っ
た
。
貝
五
貫
を
賜
り
、
父
丁
の
青
銅
礼
器
を

作
っ
た
。
六
月
。
王
の
在
位
二
五
年
、
翌
祭
の
日
の
こ
と
で
あ
る
。

と
銘
文
が
鋳
込
ま
れ
て
あ
る
。
紀
年
は
日
月
年
が
倒
叙
法
で
し
る
さ
れ
、
作
器
者
の
宰
が
殷
王
か
ら
宝
貝（
子
安
貝
）を
五
貫
下
賜
さ

れ
、
そ
れ
で
父
丁
の
た
め
の
こ
の
青
銅
礼
器
を
作
っ
た
こ
と
が
銘
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
銘
文
が
杷
手
の
反
対
側
の
内
腹
側
に

あ
り
、
儀
礼
を
行
う
人
に
は
み
え
る
が
、
他
人
に
は
直
接
み
え
な
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
最
初
期
の

銘
文
の
性
格
の
よ
う
で
あ
る
。
一
応
こ
こ
に
青
銅
礼
器
製
作
の
縁
起
を
書
き
は
じ
め
た
こ
と
は
、
銘
文
の
性
格
に
大
き
な
変
化
が
も

た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
つ
は
記
録
文
章
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
同
時
に
王
か
ら
の
恩
賞
下
賜
と
礼
器
製
作
が
む
す
び
つ
い
た

こ
と
に
よ
る
政
治
的
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
銘
文
が
西
周
中
期
に
は
当
時
の
訴
訟
と
そ
の
判
決
を
し
る
す
も
の
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
こ
し
長
い
が
五
祀
衛
鼎

の
銘
文
を
み
て
み
よ
う
。

正
月
第
一
週
庚
戌
の
日
、（
裘
）衛
は
邦
君
厲
と
と
も
に
井
伯
・
伯
邑
父
・
定
伯
・

伯
・
伯
俗
父
に
訴
え
出
た
。
裘
衛
は
云
っ

た
「
厲
は
『
わ
た
し
は
共
王
さ
ま
の
土
木
工
事
を
請
け
負
い
、
昭
大
室
の
東
北
で
二
本
の
川
を
治
め
た
』、
ま
た
『
わ
た
く
し

は
汝
に
田
五
田
を
与
え
よ
う
』
と
云
い
ま
し
た
」。
そ
こ
で（
井
伯
ら
）は
厲
に
「
あ
な
た
は
、
田
を
出
す
の
か
出
さ
な
い
の
か
」

と
訊
問
し
た
。
厲
は
そ
の
こ
と
を
認
め
て
「
わ
た
し
は
確
か
に
田
五
田
を
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
た
。
井
伯
ら
は
審
議
し
、

厲
に
誓
い
を
た
て
さ
せ
た
。

そ
こ
で
、
参
有
司
で
あ
る
司
土
の
邑
人
逋
・
司
馬
の

人
邦
・
司
工
の
附
矩
と
、
内
史
の
僚
友
で
あ
る
寺
芻
に
命
じ
、
裘
衛
に
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移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
厲
の
田
四
田
を
検
分
さ
せ
た
。
ま
た
そ
の
邑
に
は
屋
敷
も
お
か
れ
た
。
田
四
田
の
北
の
境
界
は
厲

の
田
に
接
し
、
東
の
境
界
は
散
の
田
に
接
し
、
南
の
境
界
は
散
の
田
と
政
父
の
田
に
接
し
、
西
の
境
界
は
厲
の
田
に
接
し
て
い

る
。
邦
君
厲
と
と
も
に
裘
衛
に
田
を
移
譲
し
た
の
は
、
厲
の
叔
子
夙
と
厲
の
役
人
で
あ
る
申
季
・
慶
癸
・
豳
表
・
荊
人
敢
・
井

人
倡

で
あ
っ
た
。
衛
の
一
族
の
者
其
が
宴
を
催
し
た
。

衛
は
わ
が
父
の
宝
鼎
を
作
っ
た
。
衛
よ
、
万
年
ま
で
も
、
永
く
宝
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
。

王
の
在
位
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
る
。
裘
衛
と
邦
君
厲
と
の
間
に
お
こ
っ
た
土
地
争
い
を
、
当
時
の
国
の
執
政
官
の
と
こ
ろ
に
も
ち
込
み
、
そ
の
裁
定
を
経
て
田

四
田
を
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
銘
文
は
こ
の
土
地
の
詳
し
い
位
置
を
隣
接
す
る
土
地
で
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
た
関
係
す

る
人
々
に
つ
い
て
も
詳
し
く
記
録
し
最
後
に
父
の
た
め
の
宝
鼎
つ
く
り
、
そ
れ
の
永
く
宝
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
い
っ
て
い
る
が
、

こ
の
銘
文
の
多
く
は
土
地
移
譲
に
関
す
る
経
緯
と
そ
の
境
界
線
の
記
録
で
あ
る
。

　

西
周
中
期
に
な
る
と
銘
文
に
も
う
一
つ
の
形
式
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
册
命
と
い
う
職
務
任
命
と
そ
れ
に
と
も
な
う
礼
服
な
ど
の
下

賜
儀
礼
が
主
な
る
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
殷
代
的
な
礼
が
お
わ
り
周
的
な
礼
が
確
立
し
て
き
た
時
で
も
あ
っ
た
。

殷
代
に
礼
器
の
主
流
と
な
っ
て
い
た
爵
な
ど
の
酒
器
が
な
く
な
り
は
じ
め
、
銘
文
で
は
図
像
記
号
が
つ
か
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

銘
文
に
は
册
命
儀
礼
が
王
が
「
曰
」
と
い
う
と
し
て
王
の
こ
と
ば
が
直
接
話
法
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
册
命
儀
礼
に
お
い

て
王
が
言
葉
と
し
て
読
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
性
が
発
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
銘
文

に
は
文
字
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
銘
文
は
文
字
と
し
て
青
銅
礼
器

に
鋳
込
ま
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
声
を
あ
げ
て
読
み
あ
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

西
周
後
期
に
な
る
と
、
王
命
を
書
き
と
ど
め
る
も
の
が
み
ら
れ
、
毛
公
鼎
の
よ
う
に
四
八
〇
字
に
お
よ
ぶ
「
王
若
曰
」（
王
は
か
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く
の
ご
と
く
云
わ
れ
た
）で
は
じ
ま
る
王
命
を
鋳
込
ん
で
い
る
が
、
ま
た
、
こ
の
期
に
な
る
と
作
器
者
の
こ
と
ば
が
王
命
に
先
行
し

て
い
る
銘
文
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
自
述
形
式
と
い
わ
れ
、

盤
の
銘
文
に
は
作
器
者
の
先
祖
家
系
の
人
々
が
仕
え
て

い
た
周
王
の
文
王
か
ら
宣
王
に
い
た
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
述
形
式
の
銘
文
は
目
に
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
鋳

込
ま
れ
て
い
て
、
祭
祀
や
饗
宴
に
参
加
し
た
人
び
と
は
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
青
銅
礼
器
の
銘
文
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
時
代
の
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
み
た
が
、
こ
こ

か
ら
最
近
の
金
文
学
に
つ
い
て
の
現
状
を
み
て
み
た
い（
浅
原
達
郎
氏
の
紹
介
文
を
参
照
）。
金
文
学
で
一
番
注
意
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
新
出
土
の
青
銅
礼
器
に
鋳
込
ま
れ
た
銘
文
の
新
し
い
読
み
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
銘
文
に
新
し
い
説
が
生
ま
れ
て
く
る
。

こ
の
た
め
新
資
料
に
つ
い
て
注
意
深
く
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
資
料
集
や
目
録
や
索
引
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま

で
の
新
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
、
念
頭
に
お
き
つ
つ
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
研
究
論
文
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま
で
の
新
資

料
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
研
究
と
が
、
参
照
さ
れ
て
い
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
文
化
大
革
命
後
の
一
九
七
〇
年
代
は
政
治

的
な
要
因
を
あ
っ
て
か
、
新
出
の
資
料
が
多
く
あ
り
、
か
つ
重
要
な
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
西
周
時
代
の
主
な
も
の
を
陝
西
省
内

だ
け
み
て
も
利
簋（
臨
潼
・
零
口
出
土
）、
裘
衛
諸
器（
岐
山
・
董
家
村
窖
蔵
出
土
）、
微
氏
家
族
諸
器（
扶
風
・
庄
白
窖
蔵
出
土
）な
ど

が
あ
り
、
春
秋
戦
国
時
代
の
金
文
に
は
秦
公
鐘（
陝
西
省
宝
鶏
太
公
廟
村
出
土
）、
曾
侯
乙
編
鐘（
湖
北
省
随
県
出
土
）、
中
山
王
墓
出

土
の
諸
器（
河
北
省
平
山
出
土
）の
よ
う
な
重
要
な
発
見
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
新
発
見
を
受
け
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
多
く
の
資
料
集
、
目
録
、
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
金
文
史
料
を
網
羅

的
に
あ
つ
め
、
そ
の
青
銅
器
の
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
て
い
ね
い
に
調
査
が
さ
れ
た
『
殷
周
金
文
集
成
』（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研

究
所　

一
九
八
四
─
九
〇
年
）、
史
料
的
に
価
値
の
た
か
い
金
文
と
、
そ
の
美
し
い
拓
本
と
妥
当
な
銘
文
の
釈
読
と
が
特
色
で
あ
る

『
商
周
青
銅
器
銘
文
選
』（
上
海
博
物
館
商
周
青
銅
器
銘
文
選
編
写
組　

一
九
八
六
─
九
〇
年
）は
有
益
な
も
の
で
あ
る
。
目
録
に
は
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『
金
文
著
録
簡
目
』（
孫
稚
雛　

一
九
八
一
年
）が
あ
る
。
古
文
字
学
の
専
門
研
究
雑
誌
に
は
一
九
七
九
年
か
ら
『
古
文
字
研
究
』
が

発
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
し
ば
ら
く
は
新
出
の
資
料
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
白
川
静
の
『
金

文
通
釈
』（
一
九
六
四
─
八
四
年
）は
１
９
７
８
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
「
補
釈
編
」
が
か
ろ
う
じ
て
新
資
料
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

１
９
８
０
年
代
の
研
究
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
一
九
八
〇
年
以
降
の
新
研
究
を
通
観
す
る
も
の
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
再
び
新
出
の
金
文
史
料
が
数
多
く
発
見
さ
れ
、
且
つ
そ
れ
が
従
来
の
よ
う
に
畿
内
の
陝
西
省
で

な
く
、
地
方
の
外
藩
諸
侯
の
墓
地
か
ら
出
土
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
山
西
省
の
曲
沃—

翼
城
県

の
天
馬
─
曲
村
に
在
っ
た
晋
侯
墓
地
の
発
見
で
、
墓
地
の
あ
り
か
た
や
、
出
土
品
の
優
れ
た
も
の
は
考
古
学
上
か
ら
見
て
も
大
変
重

要
で
あ
る
が
、
青
銅
礼
器
群
の
出
土
と
、
そ
れ
に
見
ら
れ
る
銘
文
は
金
文
史
料
と
し
て
も
、
西
周
史
上
か
ら
も
大
変
重
要
な
も
の
で

あ
る
。
な
か
で
も
8
号
墓
か
ら
出
土
し
た
晋
侯
蘇
鐘
の
銘
文
は
内
容
が
重
要
で
あ
る
ば
か
り
か
、
刻
銘
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
河
南
省
平
頂
山
市
で
調
査
さ
れ
た
応
国
の
墓
地
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
や
、
甘
粛
省
礼
県
太
堡
子
山
の
秦
国
初
期
の
都
城

と
公
墓
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
遺
跡
か
ら
は
「
秦
公
」
の
銘
文
を
も
つ
青
銅
器
が
出
土
し
た
な
ど
、
西
周
諸
侯
の
金
文
史

料
の
新
出
は
今
後
お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
は
い
る
と
ま
た
陝
西
省
か
ら
い
く
つ
か
の
発
見
が
あ
つ
た
が
、
と
く
に
眉
県
楊
家
村
の
青
銅
器
窖
蔵
か
ら
は
注

目
さ
れ
る
銘
文
が
み
ら
れ
る
青
銅
器
群
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
ん
ご
も
新
し
い
発
見
が
お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
国
の
経

済
状
況
の
好
転
に
よ
る
新
収
集
品
が
見
ら
れ
、
こ
こ
に
も
新
し
い
金
文
史
料
が
期
待
さ
れ
る
。

　

金
文
学
は
銘
文
の
研
究
が
中
心
で
あ
る
が
、
同
時
に
重
要
な
の
は
そ
の
銘
文
の
鋳
込
ま
れ
た
青
銅
器
に
つ
い
て
の
理
解
が
ど
う
し

て
も
必
要
で
あ
る
。
青
銅
器
の
編
年
を
理
解
し
て
初
め
て
銘
文
の
時
代
が
確
定
す
る
第
一
歩
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

た
め
に
は
殷
周
青
銅
器
の
考
古
編
年
を
行
っ
た
林
巳
奈
夫
の
『
殷
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
─
殷
周
青
銅
器
綜
覧
一
』（
１
９
８
４
年
）
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を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
白
川
静
・
林
巳
奈
夫
両
氏
な
き
あ
と
の
金
文
学
は
新
出
の
新
資
料
を
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積

の
う
え
に
い
か
に
理
解
し
て
い
く
か
に
か
か
つ
て
い
る
。

追
記　

こ
の
「
中
国
古
代
史
研
究
の
問
題
点
」
は
、
本
来
、
白
川
静
の
古
代
史
論（
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
学
文
化
研
究
所
編
『
白
川

静
の
世
界
Ⅲ
思
想
・
歴
史
』
に
書
か
れ
た
拙
文
）を
論
ず
る
前
提
と
し
て
行
っ
た
。
最
近
を
中
心
と
し
た
甲
骨
学
・
金
文
学
に
関
す
る
問
題

点
の
整
理
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕（
文
中
に
掲
載
し
た
参
考
文
献
・
引
用
文
献
は
は
ぶ
く
）

白
川
静
『
甲
骨
金
文
学
論
叢
一
─
一
〇
』
立
命
館
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
、一
九
五
五
─
六
二
年（
一
─
五
は
『
著
作
集
別
巻
第
三
期
』
所
収
、

六
─
一
〇
は
続
刊
）

白
川
静
『
白
川
静
著
作
集
一
─
一
二
巻
』
平
凡
社　

一
九
九
九
─
二
〇
〇
〇
年

白
川
静
『
字
通
』
平
凡
社
、
一
九
九
六
年

董
作
賓
『
甲
骨
学
五
十
年
』
藝
文
印
書
館
、
一
九
五
五
年

王
宇
信
・
楊
升
南
主
編
『
甲
骨
学
一
百
年
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
九
年

陳
夢
家
『
殷
墟
ト
辞
綜
述
』
科
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年

貝
塚
茂
樹
編
『
古
代
殷
帝
国
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
七
年

『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
一
─
一
〇
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
─
七
八
年

林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
─
殷
周
青
銅
器
綜
覧
一
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
』
中
華
書
局
、
一
九
八
四
─
九
四
年

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
墟
的
発
現
与
研
究
』
科
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
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中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著
『
中
国
考
古
学　

夏
商
巻
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著
『
中
国
考
古
学　

両
周
巻
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年

貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
『
古
代
中
国
─
原
始
・
殷
周
・
春
秋
戦
国
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年

伊
藤
道
治
『
古
代
殷
王
朝
の
迷
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年

松
井
嘉
徳
『
周
代
国
制
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年

初
期
王
権
研
究
委
員
会
編
『
古
代
王
権
の
誕
生
─
東
ア
ジ
ア
編
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年


